平成２７年第１２回定例会会議録要旨
◆開催日時　　平成２７年１２月１８日（金）　午後３時００分
◆開催場所　　国富町農村環境改善センター　Ｃ会議室
　　　　　　　　　　　　
◆出席委員　　木下正明　　　豊田畩光　　小田佳代　　二上由美　　丸山隆一　　
◆欠席委員　　な　　し
◆出席職員（事務局）　　井戸川行利　　瀬尾孝徳　　清水孝英　　米良孝登志　横山香代　　　　
◆議　　案　　議案第５０号　平成27年度準要保護児童生徒の追加認定について
◆教育長報告要旨（12月１日～12月26日行事実績）

教育総務課

　　12月２日（水）平成28年４月１日教職員人事異動に係るヒアリング
教育事務所、各学校校長、教育長が参加してのヒアリングであり人事異動の事務が本格
的にスタートした。
12月11日（金）町議会第４回定例会召集
 11日から17日までの日程で、委員長には連日参加いただいた。今回の議会は２日間
       にわたり８人の議員が一般質問に立たれ、５人の議員から教育に関連する７つの質問が
       あった。
　  12月24日（木）町内小・中学校第２学期終業式
         社会教育課

　　12月２日（水）市町村対抗駅伝大会結団式
小学校男子・女子、中学校・高校男子、一般と襷を繋いでいく選手団が結成され、国富
　　　町選手団の結団式があった。
12月６日（日）第22回法華嶽旗争奪小学生バレーボール大会
県内はもちろん、大分県や鹿児島県から男子10チーム、女子24チーム計34チームの
　　　参加があり、中央体育館で開会式を行った。当日は生憎の雨で中央体育館で試合をするこ
　　　とはできなかったが、挨拶で中央コミュティセンターを建設中であることをお話した。
　　12月８日（火）町PTA会長・校長視察研修
　　　　保護者代表と学校管理職が一緒に色々な研修を行い国富町のために取組むもので、毎
年実施されている。今年は、飛田県教育長と、中野県議会副議長にお時間を取っていた
だいた。バスが遅れたにも拘らず県教育長が待っていてくださり、お会いすることができ、
中野県議会副議長もゆっくり時間をとっていただいた。
   12月13日（日）第21回青少年健全育成町民大会
　　　　教育委員の皆さんも参加いただき、ありがとうございました。小・中・高校生の作文発
　　　表はとても素晴らしく、活動事例発表は子ども会の活動についてであった。子ども会活動
　　　は、準備を何もかも大人がしてしまい子どもは参加するだけになりがちだが、ジュニアリ
　　　ーダーを育て、自分たちの手で運営する子ども会活動を模索しているという内容だった。
　　　

◆会議録要旨
◇議案第50号平成27年度準要保護児童生徒の追加認定について
　　【個人情報保護法令により非公開】
◆その他
◇各課長が行事予定表に基づき説明する。
◇成人式のアトラクションの内容について
　平成28年１月10日に実施する成人式では、今年と同じく地元八代地区出身の歌手、黒木佑
樹さんのアトラクションを計画しており、今年メジャーデビューを果たしたので、地元から応援
していこうと言うことでお願いした。会場入室に制限は設けておらず成人者と来賓が優先だが、
席が空いているようなら保護者も入場可能だ。例年、会場では案内係が町議の方には前方の席を
勧めており、今回もそのように考えている。

◇給食感謝週間について
　学校給食が開始されたのは12月だが、時期的に冬休みに入っているため毎年１月に給食を支えてくれている人々に感謝しようということで、週間が設けられている。
　学校が開催するのだが、その場合は、調理員が学校に出向き、給食調理の際に使用している大
きなしゃもじや玉じゃくし等の器具を児童に見せながら説明をしている。感謝のことばを一人ひ
とりがコメントして模造紙等に張ったものを児童からいただいたりするので、総合町民祭の作品
コーナーや共同調理場に展示している。
◇平成27年度の卒業式と平成28年度の入学式の出席者案について
　　【案のとおり承認】
◇町議会一般質問の報告
　渡邉議員は、木脇小学校のサッカースポーツ少年団活動において、夕方日が暮れるのが早くな
り、車のライトを利用して練習しているので照明施設をつけて欲しいというものだった。子ども
達の青少年健全育成を基本としたスポーツ少年団が、寒い時期に夜まで練習するのはどうなのか、
健康面や帰るまでの安全面を考えると本来のスポーツ少年団の目的に沿った活動をして欲しい
と回答した。六野球技場の駐車場が狭いと言う問題は、何回も質問されているが、今後検討して
いく必要がある。
飯干議員は文化財の保護と活用について質問された。本庄古墳群の保存管理計画が２年がかり
で策定され本年度末にでき上がるが、どのように町づくりに活かすのか、いろいろな貴重な出土品の活用等考えて欲しいということだった。
　水元議員はメンタルヘルス対策ということで、精神的に追い込まれている教職員が多くなって
いる現状についての質問。本町はそんなに目だっていないが、保護者への対応で悩んでいる教職
員がいることは確かなので対策を強化すると答えた。
　近藤議員は、新聞の報道によると通常学級に6.5％発達障がいのある子どもがいるといわれているが国富町ではどうかという質問であった。正確な診断をうけないと発達障がいであるとは判断できない部分もあるので、通常学級に何人いるかは把握できないが、新聞報道のとおり町内にもそれぐらいの割合でいることは想定できる。ただこのことについては、町単独予算を組んで学校補助職員を置いたり、相談できる体制を整えたりして取り組んでいると答えた。
　宮田議員は、木脇学校下の県道旭村木脇線が３月に開通する際の通学路について、新しい道な
ので逆にスピードが出たりして登下校に危険が増すのではという観点で、地域全体に説明をして
安全を呼びかけるのが大事なのではないか、というものだった。
◇特別支援教育に対する保護者の理解について（教育委員の意見）
　特別支援の子どもたちはそれぞれが個性なのだという考え方が大事であり、情緒学級を勧めら
れた保護者が、自分の子どもを普通ではないと感じるようでは子どもが可哀相だと思う。特別支
援教育はまだまだ理解されていないようにも感じた。情緒学級の子どもたちの中には、低学年か
ら入っていると高学年では通常学級でも適応できるようになる子もいる。保護者が理解して、大
切な低学年の時期をその子にあった環境で学習できるように、情緒学級は特別ではない、特別支
援学級に通う子どもがいて当たり前という雰囲気を国富町の全ての保護者が持てるように、教育
委員会としてできることは、特別視しない考え方の啓発に取り組むことではないだろうか。
◇特別支援教育に対する国富町の取組
　教育委員会では、障がいに応じた適正な教育の在り方を協議する就学指導委員会や新入学児就学相
談、学校巡回就学相談等に取り組んでいる。また、５歳児健康相談に取り組んでいる保健センターと
の連携で気になる子どもを早めに相談機関に繋ぐよう努めている。
　特別支援教育に対する考え方は、以前特殊学級と言っていたものとは全く変わった。平成19
年度に特別支援教育の在り方が変わり、全ての子どもにとってそれぞれの個性を重視し、それぞ
れの能力・適性に応じて教育を施すようになった。子どもにとって不幸なことは保護者や周囲の
理解がすすんでいないこと。その子に一番合っている教育を受ける場がありながら、それを受け
ることが出来なくて子どもも困り感を持っている現状がある。その子その子に応じた適正な就学
を考えるために就学指導委員会というものがあり、就学時には保護者からの相談を受け、少しで
も早くその子の困り感をわかるために保健センターの実施している５歳児健康相談の結果を基
に、連携して適正な対応に取り組んでる。完全ではないが間違いなく理解は進んでいる。
◇八代小学校ＰＴＡへのスクールバスに関する報告について
　最終的には町長の判断だが、教育委員会での結論として安全面への対応なども含めて正式に八
代小学校ＰＴＡに伝えるべきなのではないか。
◇ 総合教育会議について
　国富町の教育的課題についての協議事項。
　総合教育会議は首長が主宰する会議であり町長と教育委員の会議なので、統廃合のことについ
ての考えを聞くこともできると思う。第１回目は設置要綱を決めたり、教育大綱の内容のことが
中心になるのではないか。他市町村の例を参考に、テーマや協議事項を考えておくといいと思う。
八代小学校のスクールバスの件が話題として上がる可能性はある。
◇学校給食の米飯について
　米飯給食の米は、農林水産省と県教育委員会との協定があり、経済連をとおして給食用の米を
ＪＡが供給している。県中央部の米は半分以上が国富産を使用している。国富町では保護者負担
軽減の観点から、給食１食あたり小学校33円・中学校34円を給食費補助金として補助してい
る。また、地産地消という面で、きゅうりやピーマン、千切り大根など10品目は国富町産で、
食材費として140万円の現物支給があり、合わせると約1060万円を町で負担している。
（閉会１６：３２）
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